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AREA VISION

椹梨地区は，大和地域において比較的利便性に恵まれ
た地区で，大和地域を校区とする大和小学校や大和
中学校が立地していますが，若年層を中心に人口が流
出するなど，高齢化・少子化が進行し，地区活動の担
い手不足，公共公益施設の減少などにより，地区の活
力が失われてきています。
こうした状況において，自分たちの地区のことは自分
たち自らで考え，一人ひとりがそれぞれの立場で協力
して地区の活性化に取り組むことが一段と重要になっ
ています。
このため，椹梨自治振興会（地域活性化実行委員会）
では，平成27(2015)年３月に策定した「くわなし元
気プラン」とその後の取組を踏まえて，新たに「第２次
くわなし元気プラン（椹梨地域ビジョン）」の策定に取
り組みました。

「第２次ふるさとくわなし元気プラン（椹梨地域ビジョ
ン）」は，椹梨自治振興会（地域活性化実行委員会）が
中心になって取り組むことを総合的に示したもので，
地区において，まちづくりの方向性を共有するととも
に，共通の指針とするものです。
また，計画内容を広く発信して，地区出身者，都市住
民，大学など，多様な方の幅広い応援を働きかけるた
めに活用します。

椹梨自治振興会（地域活性化実行委員会）では，各種
団体の代表者などで構成する「椹梨地域ビジョン策定
会議」を開催し，策定に取り組みました。
また，策定にあたっては，住民の皆さんの幅広い意見
を聞くために，全住民を対象としたワークショップ（意
見交換会）を開催しました。
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地 域 ビ ジ ョ ン 策 定 の 目 的 2 地 域 ビ ジ ョ ン の 役 割

3 地 域 ビ ジ ョ ン 策 定 の 取 組

椹 梨 地 区 の 資 源

椋梨城跡，黒谷古墳，備後神楽，四國五郎ギャラリー，大和町歴史
民俗資料館，黒谷川のホタル，黒谷のお茶，ハトムギ，ハトムギ
焼酎
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椹梨地区の位置

椹梨地区



発行 椹梨自治振興会（地域活性化実行委員会）
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将 来 像 魅力満載，誰もが訪れ，暮らしたくなる「椹梨」

基 本 計 画

計 画 の
推 進 体 制

計 画 の 周 知 ， 取 組 へ の 参 加 の 働 き か け

計 画 の 推 進 体 制 の 確 立

情 報 の 受 発 信 体 制 の 確 立

豊 か な 農 山 村 生 活 体 験 の 提 供1

民 泊 受 入 体 制 の 整 備2

お も て な し 体 制 の 整 備3

農 山 村 の 魅 力 を
活 か し た 交 流 の 推 進4

地 区 活 動 の 活 性 化1

地 区 環 境 保 全 の 推 進2

地 区 の 歴 史 文 化 の 継 承3

自 主 防 災 活 動 の 推 進4

固 い 絆 に 支 え ら れ た
地 区 活 動 の 推 進5

若 者 が 定 住 し や す い 環 境 づ く り1

空 き 家 ・ 農 地 を 活 用 し た Ｕ Ｉ タ ー ン の 促 進2

地 区 出 身 者 と の 交 流 の 推 進3

地 区 に 愛 着 を 持 つ 子 ど も の 育 成4

若 者 ・ 子 ど も が
快 適 に 生 活 で き る
環 境 づ く り
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ま ち づ く り の 体 系 将来像の実現に向け, 目標を持って取り組みます

地 区 資 源 を 活 か し た
産 業 起 こ し3

農 地 の 保 全 と 特 徴 の あ る 農 業 の 振 興1

山 林 の 保 全 と 活 用 の 推 進2

そ の 他 の 産 業 起 こ し3

地 区 を 挙 げ て の
高 齢 者 の 支 援1

高 齢 者 の 見 守 り の 充 実1

高 齢 者 の 日 常 生 活 の 支 援2

高齢者の交流・生きがい活動の推進3

高齢者等の総合的な支援体制づくり4


